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顕微鏡下の岩石

�

花こう

(その1)

このシリｰズも今回で11回目をむかえいよいよ

岩看の次かでの本命中の本命といえる花こう岩を以

後数回にわけてとりあげることになった.ここでは

このシジｰズの性格上花こう岩の成因に関する議論ぽ

はほとんどふれない.しかし解説にあたってあ一

応の前提として

①資本の花こう岩は少数の例外をのぞいてマグマから固

結した火成砦であること

⑧そのマグマはシアル質地殻物質の再溶融によるものでは

なく塩基性榊超塩基性物質から由来したらしいということ

むしろ大都分の花こう岩は地表に噴出した酸性火山岩の

マグマと成因的なつながリがあること

解説山田直写1い片田正人撮影正井義郎

花ζう岩と敏石英および長石を主成分鉱物とする

完晶質酸性火成岩の総称である.長石は斜長石(Cト

N駁長石)であってもよいしアルカリ長石(K-Na長

石)であってもよい.花こう岩の範囲もしたがって

一方では斜長石一石英岩(石英閃緑岩)をへて閃緑

岩1はんれい岩に移行するし他方では同様にアルカ

リ最有を主成分とする閃長岩に移行する.実際間題と

してはある量以上の石英添なければ花こう岩とはよ

ばれ恋い山花こう岩はふつう上記の瑳良質鉱物の

ほかに黒雲母1角閃石1白雲母のいずれか蜜花は黛

種類の鉱物を含む申ただし禽閃石と白雲母(初生的

なもの)とは共存したい.輝石を含むこともある｡

副成分鉱物としてもっとも普遍的は含蛮れるのはジ

ルコン･磁鉄鉱1燐灰看1編れん石1電気石などあり

そのほかモナズ石1チタン看1金絃有1ざくろ石など

が含薮れることがある.

花こう岩の分類と館塙

鉱物組成や化学組成によって花こう砦をいくつかに

提唱した.もちろんこれとても最終的な方式では松

などをのべておきたい古

r㏄炎漢たは憲･鋤三1⑪三d)とよぶかあるいは固有名

詞をつけた岩体名として○O花こう砦(○OGra･

n三重慧)とよぶのかのぞましい.石英カ三50%をこえるも

のは日本ではほとんど産出しない.

第1図看英･蚤宥を主成分鉱物とす篭深滅猪類約分籟と命名

(鉱物容量比による)�
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できない非顕晶質(aphan圭如)汰も

のをよぴ全体か顕晶質(凶鋤三重ゆ

な組織をもつ花こう質岩から庇別す

る｡

鶏受翻範微堺の深繊砦翰声将一戸分獅第竺図も貿本の花こう質幾の箏㎞〆分

(5窃盗餐孤独雛孤193豆を簡略化石(閑長拶自繁ンゾエ:岩など

したもの)をのぞく)

第2図(いb)は世界および貝本の花ζう質岩の地イタリアのA由㎜e脆地方では

モｰド分布を大ざ棚はに清したものである古弗2図鼠岩の領域に入るものがζうよぱれ危然

には花こう質岩のほか縫看英閃緑岩1モンゾニ岩1うな用法に変おった｡

閃長岩などのそ一ドが入っているため鶏2図bと単純はかなり一般にうけ入れられているが

ぽ比較で書法いが花ζ多賀岩ぽかぎってみるかぎりあ凄り採用されてい次い.

員本の花こう質砦は土記の狭義の花こう砦の領域紀久ダメ概岩の領域は護で拡大して使ってい馬燭漆もあれば

るものがぽとん妊扱いをいう点で世界的な優向滋きわ芯⑳頒繊を蟻隠花慧簑嬉(蜜稔は滋規稚濠夢緒簑叱ぷ

だった差異がみとめられる咀鶏夏図怠で狭義の花ζ彩で漉こ多肉緑砦が蔭匿別し符鴻期法もある､,

う岩の領域はくるものはぼとんどカ重大陸の先カ×ダリアダメ鴻砦憾含護れ澄鍛著土鉱物はほ変幻濠籍嚢餓

ア紀花こう岩(フィンランダの賄脾途MG閉細澄葛)湾滋り少鑑の鏑閑有をおもなうζ鋤満訟初生鮒

や古生代前期の造山帯の花こう岩で釣る｡買求熔現在な自嚢母を奮妙施慧う質砦愁栂とん竺蔓のア第潔滋暴

露出している花こう質岩の大部分力葦中生代以降熔形成絶属ず篭｡衝両翼本繭帯に分布蔀葛後期鱒錐代花芯勇

されたことを考走ればこのような差異はあるいは幾質砦の約申分はアダメ濠繕でおる百繍本のア夢メ凝

然のことかもしれない世岩の化学成分はふつ多s1o婁1獅～笈脇鵬ρ㍑～

媛形災ρ;3～籔%の艶麗に入る､蝋添1意深ダ潔

花こう磐の組織繍岩の顕微鏡写真遂例紀ついて解説衣る白

渚看を構成する鉱物相互の空間的配列関係を組織

(teXt鵬)という苗花こう質岩に特徴的肢組織の麟説壕藁⑳絃幣園山地ぽ広く鱒搬淡篭貞蕊絶後期猫蕊

は具体例を示すなかでおこなうかこζでは繊麗う質砦の工つ籍灘録γ銀メ灘讃である｡この

に関して一言しておきたい･花こう質岩にかぎらずアダメ籔砦を不整含に潟おってウラン鉱床を鰹胎する

一般の深成砦では魯鉱物種洲蒙は同一⑳粒度を示衣揚ご漫怒有名汰人形峠層(鮮新統)が発意している.山

含(籍粒状浅鯉亜細蜘厳)添多い方その揚含綴粒閏(脇工五966)村レ大沢(1961)為よび村{ほ'

坤繍縄粒の隊列は墾成分鱗物の平均粒径湯㌶鰯が(蝸3)はこの地域一帯の白亜紀遼大岩類を工～3

以下王～δ鰯慧鰍以上敏蛎基難でおこ恋派火の鱒階に区分したカミこれはその第婁期迷入岩類の一部

により海るいは瀞鎌1試劣てζの基準が護ぢ護葛終で鋤る.

なる竃螢は滋畿り好護けに&では淡い｡箪悠相対このアダメロ岩の容量100分率は石英35%アルカ

的な粒度を表現陰触沌誉ばは滋較駒織粒(鮎跡リ長石組%斜長石22%黒雲母1%鉄鉱1%であ

駆&i鵬姪)娩較繍糧繊⑫燃嚢締駆搬的濠よぶのがる昔アルカリ長石:斜長石比は約65:3草となり第1

よい帯図はプロットすれぱちょうどアダメロ岩と狭義の花

細粒花こう質碁串ぽ藷しざ斑状の鉱物(ぶっ夢はアルこう砦との境界線上におちる｡すたわち日本の通常

カリ援右)淡含蜜れる揚欝惇は､斑状細粒(鯉顯賊搬泌の花蕊う質岩のうちではもっともアルカリ長石に富

分浴慧臓1搬8級拶鮒跳畑色泌搬叙ふ)を卒漆抽慧れ詮敬ものである｡写真ぽみられるようにほとんど他形

花乙母斑讃&の命名上の摩別添攻く問題紀澄る秘(～串自形)1等粒状の組織を示し主成分鉱物の平均粒

花ごう斑岩はふ忠勤霜基鉱物淋肉眼芯は皇ん濠識別径は簑～3mで前にのべた基準にしたがえば粒度は

ア曾メ鉋岩

上記の花こう質岩のうちアル

カリ長着と斜長石との容量地が65:

35から35;髄の範囲はあるものをい

う､ごく大ざっぱぽいえばほぽ

等量の石英･アルカリ長着･斜長石

からなるものである｡最初の命名

第五図の花こ多肉緑

その後現在のよ

この周繊はアメリ吻や属本で

驚㎞煩ツバでは

石英モンゾニ岩の範囲1をア�
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中粗である古プルカリ長石はすべてフィルム状の

曹長看葉片を炉)ペルト石である古アルカリ長石相互

の境界部ぽζ塞かい粒状の灰曹長石がフイルム状～

ブｰノレ状に生じているのが特徴的である.

写窺②は⑪と同じグルｰプに属する中粒籍襲録

もちがせ

アダメ螢砦であリ用瀬花こう岩とよばれるスト=ソ

ク状岩体搬一部である(山田1966).容鐙夏00分率は

石英3晩アノけ!}長石38劣斜長石30彩黒雲働ピぶ

で港り⑩よりもわず均化斜長石が多い.金体として

惇ぽ等粒状であり斜長着淋やや白砂畦のつよい短柱状

ρ形を添すのが注貿される･斜長石は汚濁し有コア

ニをもつこと秘あるが黒帯構造はあ塞り著しくない.

アルカリ長着は微斜長宥に特有の格子状構造を示すこ

とがある(写真の最下部やや左側)..肴英はいくつか

集合して径δm程度の粒状集合体をつくる煩肉があ恐.

写真③はアプライト灘ア,努メロ岩の1例

である.上記の中国香稜山地の工～3期の避大岩類の

うち第3期迷入岩類(鳥取花ζう岩ともいう)に属し

そのうちでも比較的末期に遜入した小岩体である.平均

粒径約O.5㎜の等粒状全他形組織(糖晶状1錫㏄haroida1

ともいう)を示す細粒優自亀岩であり寄盤五00分率は

石英36形アルカリ長着遂晩斜援荷鴉%羅雲母0.5

%で他に少量の磁鉄鉱を含む､このようなアプラ

イはたばアプラ刈一頁花ζ肴頁岩の特徴彰る組織は

繊苦土鉱物や石次質斜長着などの早期最出鉱物の除去さ

れたマグマの残液から石英堪アルカリ長石およびソｰ

ダ質斜長石カミ急速に同時晶出したために形成されたも

の挫いわれている｡この付近の類似のアプライト質

花こう質岩ばはモリブデン鉱(輝水鉛鉱)をともなう

ものがあり重金属濃集との関係が注嘗されている咀

簿輿⑳

籍欝艦アダメ樽幾

鰯洗猿ク萄淡

鳥取爆八頭灘燭織鰍法聰

以上の3例はいずれも､広域変成作用に関係のない

萎アダメ濠砦で潜笛､ζれら貞醒紀後期のアダ

メ濠岩は酋生代後期ぽ形成され淀三郡変成砦類

筆非調和榊ζ切って遊入し岩体の側壁で幅

③､警～エ蝸程度の接触褒成帯をつく巾でいる｡

d帖は同じ白亜紀に噴出した酸性～即性の

火山岩類をルｰフ1ペンダント状は捕獲して

い蕎ζと秘多く火山作用と密接恋闘係がある.

同様な性格のアダメ潔岩は広島花こう岩中

部地方の苗木1上松花ζう岩為よび白川花こう

いい博く発うザζ鮎わ

岩朝日1飯豊山地の草水一小川型花こう岩な

どの花こう質岩体の主翼部分を占める,時代

は忘れよりも新しい淋西南貸本外帯の新第三

紀花こう質岩もその多くは上記の性格をも

萎灘つアダメロ岩であ私

一難�
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最後に量的には少ないけれども広域変成帯のアダ

メロ岩のうち領家変成帯のアダメロ岩の1例を紹介し

よう.

写真④は角閃石倉有黒蟹母アダメライトで

領家帯古期花ζ勇頁岩の五つである天意峡花こう岩(片

麻状花こう岩類ともいう:河団･山田ユ957)は属す

る.このアダメライト獄珪線有をもつ高変成度の雲

母片岩の構造に調和的に遜入し弱い片状構造(写真で

はよく身)からないが)を塁し変成岩との境界部では局

部的に著しい混成作用の場象もみられる｡

容量!00分率は石英3晩アルカリ長石28%斜長

着28%黒雲母6%でありこれのほかぽ少量の角閃

肴が含漢れる｡組織は写真ぽみられるように非常

ぽ不均質であり径蝪～δ脳の斜長石･アルカリ長石の

他彩緒縞(おそらく斑状1変晶)の間を径王鮒あるいは

それ以下の粒度のご裏かい石英1長石が埋めている｡

これら斑状変晶が異種鉱物のこまかい結晶をポイキリテ

ィックに包有していること(ポイキロブラスティック組

織)細粒部が寄木状(mOSaiC)組織をつくること斜

長石にGorai(工950)のC双晶が比較的少ないこと(ほ

とんどA双晶を示す)などの諾特徴はこれまでにのバ

てきた典型的た火成避大型(牛来1955)の花こう質

岩の様相とはかなり異なっている.アルカリ長石と

斜長石との境界部にはミルメカ･でト(ソｰダ賀斜長石

と薫ミズ状の石英との共生)がよく発達している｡

(鶏脅らは地蟹都･研親企鰯官付)

写真;③アフ帯脅イド質アダメ狸猪

偏光板ク艀ス

鳥取県東伯郡三朝町福山

塚蔦蟻)
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